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第
44
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会  

開
催

　

第
44
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会

が
１
月
16
日
に
南
木
曽
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
工
事
の
進
捗
状
況
、

国
道
２
５
６
号
を
通
行
す
る
工
事
用
車
両

台
数
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
及
び
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
右
記
説
明
会
に
係
る

工
事
用
車
両
の
通
行
等
に
関
す
る
確
認
書

の
変
更
、
及
び
町
と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
押
出
南
事
業
に
係

る
基
本
協
定
書
」
に
つ
い
て
協
議
し
、
取

交
し
に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

※
協
議
会
当
日
の
説
明
資
料
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

  

報
告
事
項  

①
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
鉄
道
・
運
輸
機
構
よ
り
）

　

広
瀬
工
区
で
は
、
昨
年
７
月
22
日
よ
り

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

掘
削
の
進
捗
は
12
月
末
現
在
で
約
１
０
０

ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

尾
越
工
区
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
名
古

屋
方
へ
本
坑
の
掘
削
を
開
始
し
、
掘
削
の

進
捗
は
約
２
０
０
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
口
工
区
で
は
、
現
在
本
坑
を
品
川
方

へ
約
２
，
６
０
０
ｍ
掘
削
し
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
岐
阜
県
と
長
野
県
の
県
境
に

到
達
し
、
切
羽
が
南
木
曽
町
内
に
入
り
ま

し
た
。
12
月
末
現
在
で
、
県
境
か
ら
約
80

ｍ
の
位
置
に
切
羽
が
来
て
い
ま
す
。
湧
水

は
、
シ
ー
ル
ド
リ
バ
ー
ス
（
調
査
ボ
ー
リ

ン
グ
）
か
ら
の
も
の
も
含
め
、
ト
ン
ネ
ル

全
体
で
毎
分
２
・
７
ｔ
で
す
。
周
辺
の
湧

水
等
で
、
ト
ン
ネ
ル
起
因
と
思
わ
れ
る
水

位
低
下
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
妻
籠
水
源
の
状
況
（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

　

山
口
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
が
県
境
を
越
え
、

妻
籠
水
道
水
源
保
全
地
区
の
掘
削
を
進
め

て
い
ま
す
。
12
月
末
時
点
で
、
掘
削
地
点

は
妻
籠
第
１
・
第
２
水
源
か
ら
約
１
・
６

キ
ロ
の
位
置
に
来
て
い
ま
す
。

　

妻
籠
水
道
水
源
に
お
け
る
原
水
流
量

（
配
水
池
に
入
る
水
量
）
及
び
配
水
流
量

（
各
戸
に
配
ら
れ
る
水
量
）
の
推
移
に
特

段
の
変
化
は
な
く
、
地
域
住
民
の
生
活
に

支
障
は
生
じ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

水
道
水
源
と
ト
ン
ネ
ル
の
間
に
設
置
さ
れ

て
い
る
観
測
井
（
深
井
戸
と
浅
井
戸
）
の

水
位
の
変
動
も
例
年
と
同
様
の
挙
動
を
示

し
て
お
り
、
工
事
起
因
と
思
わ
れ
る
水
位

低
下
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
、
町
と
協
力
し
、
水
源
等
の
水
位
・
流

量
を
監
視
し
、
万
が
一
、
異
常
が
発
生
し

た
際
は
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

③
発
生
土
の
搬
出
先
（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

　

発
生
土
は
こ
れ
ま
で
に
長
野
県
の
木
曽

川
右
岸
道
路
事
業
（
十
二
兼
）
や
木
曽
町

の
原
木
乾
燥
場
造
成
事
業
、
中
津
川
市
の

神
坂
Ｓ
Ｉ
Ｃ
事
業
や
都
市
間
連
絡
道
路
事

業
等
、
町
内
外
に
運
搬
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
１
月
か
ら
新
た
に
大
桑
村
や
愛
知
県

瀬
戸
市
、
中
津
川
市
内
の
置
き
場
へ
の
運

搬
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
飯

田
・
下
伊
那
方
面
へ
の
運
搬
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
搬
出
し
た
土
量
は
、
尾
越

工
区
で
４
・
７
万
㎥
、
広
瀬
工
区
で
０
・

９
万
㎥
で
す
。

④
国
道
２
５
６
号
を
通
行
す
る
工
事
用
車

両
台
数
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

　

令
和
６
年
11
月
28
日
に
妻
籠
地
区
、
12

月
３
日
に
蘭
・
広
瀬
地
区
の
地
元
住
民
を

対
象
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
が
尾
越
・
広

瀬
両
工
区
で
始
ま
り
、
工
事
が
本
格
化
す

る
こ
と
に
伴
い
、
国
道
２
５
６
号
を
通
行

す
る
工
事
用
車
両
台
数
が
増
加
す
る
た
め
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

工
事
用
車
両
台
数
の
最
大
値
は
、
妻
籠
付

近
で
２
５
０
台
／
日
、
広
瀬
付
近
で
４
０

０
台
／
日
（
い
ず
れ
も
往
復
の
月
別
日
平

均
）
で
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
町
内
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
本
格
化
し
た
こ
と
に
伴

い
、
今
後
は
妻
籠
・
広
瀬
付
近
と
も
に
６

９
０
台
／
日
と
し
て
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

工
事
用
車
両
は
運
行
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
段
階
的
に
増
や
し
て
い
き
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
毎
月
の
工
事
だ
よ

り
等
で
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発生土搬出先
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ま
た
、
遠
方
の
活
用
先
へ
発
生
土
を
運

搬
す
る
こ
と
や
工
事
用
車
両
台
数
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
時
間
当
た
り
の
平
準
化

を
図
る
た
め
、
発
生
土
運
搬
車
両
の
運
行

時
間
帯
を
従
前
の
「
８
時
か
ら
18
時
」
か

ら
「
７
時
か
ら
19
時
」
に
町
と
の
確
認
書

を
取
交
し
た
上
で
変
更
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
一
般
交
通
に
配
慮
し
、
運

行
し
て
い
き
ま
す
が
、
工
事
用
車
両
の
通

行
を
含
め
工
事
等
に
関
し
て
、
不
安
や
心

配
事
等
の
あ
る
方
は
Ｊ
Ｒ
東
海
等
事
業
者

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■Ｑ
２
５
６
号
を
通
行
す
る
ダ
ン
プ
が
多
く

な
る
と
、
観
光
面
で
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

を
感
じ
る
。
ダ
ン
プ
の
通
行
す
る
期
間
は

い
つ
ま
で
か
？

●Ａ
前
回
協
議
会
で
工
事
の
見
通
し
を
示
し

た
が
、
２
０
３
０
年
冬
頃
ま
で
の
見
込
み
。

非
常
口
近
く
で
置
き
場
が
確
保
で
き
れ
ば
、

妻
籠
宿
前
を
通
行
す
る
ダ
ン
プ
の
台
数
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

  

協
議
事
項  

①
南
木
曽
町
内
に
お
け
る
中
央
新
幹
線
建

設
工
事
に
伴
う
工
事
用
車
両
の
通
行
等

に
関
す
る
変
更
確
認
書
（
第
６
回
）
に

つ
い
て

　

国
道
２
５
６
号
を
通
行
す
る
工
事
用
車

両
台
数
に
関
す
る
説
明
会
で
地
元
住
民
に

説
明
し
た
と
お
り
、
発
生
土
運
搬
車
両
の

通
行
時
間
帯
を
こ
れ
ま
で
の
「
８
時
か
ら

18
時
」
か
ら
「
７
時
か
ら
19
時
」
に
変
更

し
、
資
機
材
運
搬
車
両
の
通
行
時
間
帯
に

合
わ
せ
る
形
で
、
確
認
書
の
更
新
を
行
う
。

■Ｑ
７
時
か
ら
19
時
以
外
に
工
事
用
車
両
が

通
行
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
？

●Ａ
法
令
に
定
め
ら
れ
た
特
殊
車
両
や
通
勤

に
使
わ
れ
る
車
両
が
通
行
す
る
こ
と
が
あ

る
。

■Ｑ
前
後
１
時
間
拡
大
す
る
理
由
は
？

●Ａ
工
事
が
本
格
化
し
工
事
用
車
両
台
数
が

増
加
す
る
た
め
、
時
間
当
た
り
の
平
準
化

を
図
り
た
い
。
ま
た
、
町
外
で
の
活
用
先

も
増
え
て
き
た
こ
と
も
要
因
。

①
押
出
南
事
業
に
係
る
基
本
協
定
書
に
つ

い
て

　

押
出
南
事
業
は
、
あ
ら
ら
ぎ
砂
防
ダ
ム

（
蘭
大
堰
堤
）
下
流
右
岸
側
の
斜
面
が
崩

落
し
て
い
る
範
囲
を
盛
土
に
よ
り
周
辺
地

盤
の
安
定
化
を
図
る
事
業
と
し
て
、
町
が

計
画
し
て
い
る
も
の
で
す
。
盛
土
に
は
町

内
に
お
け
る
リ
ニ
ア
工
事
の
発
生
土
を
活

用
し
ま
す
。

　

押
出
南
は
、
令
和
５
年
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
妻
籠
・
蘭
・
広
瀬
の
３
地
区
を

対
象
に
開
催
さ
れ
た
説
明
会
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
が
発
生
土
置
き
場
の
候
補
地
と

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
事
業
範
囲
（
下
図
参
照
）
よ
り
も
上
部

に
盛
土
を
す
る
計
画
で
し
た
が
、
説
明
会

等
で
地
元
住
民
よ
り
崩
落
箇
所
を
何
と
か

し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
町
・
Ｊ
Ｒ
東
海
等

関
係
者
間
の
協
議
の
結
果
、
下
図
の
赤
枠

で
示
す
範
囲
を
事
業
範
囲
と
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
協
定
書
は
、
事
業
の
施
行
に
際
し
、

事
業
内
容
や
双
方
の
役
割
分
担
、
維
持
管

理
等
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
規
定
す

る
も
の
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、
基
本
的

に
昨
年
６
月
12
日
付
け
で
町
と
Ｊ
Ｒ
東
海

と
で
取
交
し
た
「
富
貴
畑
事
業
に
係
る
基

本
協
定
書
」
と
同
様
で
、
町
事
業
と
し
て
、

工
事
等
を
Ｊ
Ｒ
東
海
が
実
施
す
る
も
の
で
、

事
業
に
係
る
経
費
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
負
担
し

ま
す
。
事
業
に
よ
り
完
成
し
た
盛
土
等
の

所
有
権
は
町
に
帰
属
し
ま
す
が
、
盛
土
構

造
物
の
維
持
管
理
は
原
則
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
範
囲
に
砂
防

指
定
地
が
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
設

計
や
用
地
取
得
、
行
政
上
の
手
続
き
等
の

結
果
、
事
業
の
実
施
が
困
難
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■Ｑ
設
計
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
当
該
範
囲
で

盛
土
を
す
る
上
で
の
基
本
的
な
考
え
を
教

え
て
ほ
し
い
。

●Ａ
蘭
川
の
河
川
区
域
外
で
理
論
上
、
水
に

浸
か
ら
な
い
範
囲
を
事
業
範
囲
と
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

■Ｑ
住
民
へ
の
説
明
会
は
ど
う
す
る
の
か
？

●Ａ
設
計
が
で
き
、
県
等
と
の
協
議
が
整
え

ば
、
町
で
説
明
会
を
開
催
す
る
。

■Ｑ
事
業
範
囲
に
今
あ
る
砂
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
？

●Ａ
現
在
の
砂
は
、
今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
海
で
進

め
る
設
計
を
踏
ま
え
、
対
応
を
協
議
し
て

い
く
。

押出南事業範囲

事業範囲事業範囲

事業範囲事業範囲
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